
平成29年度事業概要



海洋博公園の概要
位　　置：沖縄県国頭郡本部町
都市計画決定面積：７７．２ｈａ（開園面積：７１．８ｈａ）
着手年度：昭和５０年度　　供用開始：昭和５１年度
テ ー マ：「太陽と花と海」

　当公園は、沖縄の豊かな自然環境や歴史文化を背景に整備された公園施設を有しており、多様
なレクリエーション機能や学習活動の場を提供するとともに、沖縄観光の主要施設として老若男
女を問わず多くの利用者が訪れています。
　このような状況を踏まえ、園内のユニバーサルデザイン化を進めるとともに、自然環境や歴史
文化の学習プログラム、様々なイベントの充実に努めることで、誰もが快適に利用しやすい公園
づくりを目指します。

海洋文化館熱帯ドリームセンター

■平成29年度の主な事業
　当公園は昭和50年度に開催された沖縄国際海洋博覧会当時に整備された政府出展施設を多数有しておりますが、経
年劣化が進み改修が必要な状況となっています。平成29年度は熱帯ドリームセンターや海洋文化館の改修、園内の案内
サインの改修を行います。

　熱帯ドリームセンターは昭和61年2月に開園し、32年が経過しており、センター内に5箇所ある温室などが経年劣
化で老朽化しています。全面的な施設修繕・更新を平成27年度から実施しており、平成29年度も引き続き老朽化し
た温室などの建築改修を行います。
　また、海洋文化館は沖縄国際海洋博覧会当時に整備された政府出展施設で開館以来41年が経過しており、建物
が経年劣化で老朽化しています。平成29年度は老朽化した海洋文化館の建築改修を行います。

体験学習

自然環境学習（植物）

海洋文化館でのコンサート

自然環境学習（イノー）

（熱帯ドリームセンター・海洋文化館）

※1 繁体字：主に台湾、香港、マカオ等の地域で使用
※2 簡体字：主に中華人民共和国（香港、マカオ除く）、シンガポール等の地域で使用

園内案内サイン等の改修

　海洋博覧会地区の利用者数は、沖縄県の入域観光客数が堅調に推移していることを受け増加しています。
　特に近年では外国人利用者も増加していることから、園内の案内サインを現在の３言語（日本語、英語、中国語）から
５言語（日本語、英語、中国語（繁体字（※1）、簡体字（※2））、韓国語）で表示するよう改修し、海外からの利用者も含めた
公園利用者の利便性向上を図ります。
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海洋博覧会地区全景
撮影：平成２７年１２月
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（平成29年12月6日、7日）
※１）水族館、ハイサイプラザ、噴水広場、P3,4,5,7駐車場及び水族館から
　　  駐車場までの園路
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イルカを間近で観察することができる

美ら海プラザ

マナティー館 ウミガメ館

　このエメラルドビーチは雄大なエメラルドグリーンの海に白い砂浜が映え、誰でも気軽に南国の海を体験できる空間と
して、約3,000人が遊泳したり、砂浜で遊ぶことが出来ます　　

イルカラグーン

オキちゃん劇場「ショープール」 オキちゃん劇場「ショープール」

浅瀬水槽



公園の中心ゾーン
　中央ゲートから噴水広場に至り、沖縄の海と島（伊江島）を眺望し、花や水を楽しむことができる空間で賑わいとくつろぎを
感じることができる当公園の顔となる中心ゾーン。
　主要施設としては、環太平洋、沖縄文化をテーマとした海洋文化館、プラネタリウム、おきなわ郷土村（昔の村落を再現）、おもろ植物園、
ネット遊具が人気のちびっことりで、総合案内所（ハイサイプラザ)等があります。

　ちびっことりでは、日本最大級のネット遊具で、沖縄の海をテーマに「さざ波ゾーン」「黒潮ゾーン」「大海原ゾーン」「深海ゾーン」の4つのゾーンで
構成されています

おもろ植物園は、12世紀から17世紀にわたって謡われた沖縄最古の歌謡集「おもろさうし」に登場する22種類の植物を植栽展示しています。

地頭代の家 三線体験

本家

園 路 おもろ植物園入口

与那国の民家 おきなわ郷土村

　おきなわ郷土村は、沖縄の昔の村落の成り立ちを基本にして、琉球王国時代から明治22年頃までの村落の様子を再現したもので、沖縄本島北部に
現存するものをモデルにした「沖縄の高倉」など、実在する家屋をモデルに再現した家屋がフクギ並木の中に立ち並んでいます。

海洋博公園情報ルーム総合案内所  外観 休憩ルーム 黒潮ゾーン 深海ゾーン

総合案内所（ハイサイプラザ）
総合案内所（ハイサイプラザ）では海洋博公園と公園の位置する沖縄本島北部「やんばる」の情報を提供しています。

オセアニアゾーン

海洋文化館  外観

航海ゾーン沖縄ゾーン

　海洋文化館は、昭和50年度に開催された沖縄国際海洋博覧会の継承施設で、アジア・南太平洋地域の人間と海とのかかわりを示すさまざまな漁具、船、
生活用具などを南太平洋のメラネシア、ポリネシア、ミクロネシア、更に東南アジア、日本などから集め展示し、太平洋地域の海洋文化を紹介する施設です。
　展示ホールは当時からの展示品に新たに収集した資料を加え、約750点の資料をテーマ性のある展示構成にリニューアルしました。映像ホール（プラネ
タリウム）では、沖縄の季節の星座や星にまつわる民話、ミクロネシアに伝わる伝統航海術を紹介した番組を上映しています。

プラネタリウム

エントランスホール



　当公園のテーマの一つである「花」や熱帯・亜熱帯植物を多数展示し、色鮮やかな花や緑に囲まれ自然を満喫できるゾーン。
　主要施設としては、多くの蘭の展示をメインとする熱帯ドリームセンター、展望レストハウス、複合遊具を備えた夕日の広場、
植物見本区、熱帯・亜熱帯都市緑化植物園があり、その他にも自然の素材を使ったクラフト体験ができるバンコの森等があります。

(P8)ドリームセンター前駐車場

1,939 45

※1  中央ゲート南駐車場（P2）は、普通専用、大型専用のいずれかで使用した場合の値。
※2  北駐車場（立体駐車場）の身障者用は、繁忙日によって台数を変更（9～30台）
　　上記は最大値を記載。  
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116 
自転車 19
自動二輪 10

44

(P9)

自転車 
19

自動二輪 
10

154
(4)

1,939
(45)

(P4)

海岸遊歩道

遊具施設（アクアタウン）夕陽の広場（全景）

アコウバンコ

芝生広場

　　　　　　　　　　夢のような非日常的な空間　　　　　　　　　　　　　　　、当公園
のテーマである「太陽と花と海」の「花」を象徴しています。

遠見台

回廊

トロピカルガーデン 立体花壇

ラン温室

入口案内所
休憩所



13名

技官6人

9人

13名

技官6人

9人

1,940 1,656

1,348

1,681
2,022
1,745

1,088

1,732

平成26 都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第24号） （海洋博覧会地区）
都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第25号） （首里城地区）

都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第２号） （首里城地区）

03.18

01.10

平成28 都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第12号） （首里城地区）03.14

建設監督官　廃止（2→1）　28

年月日 年月日

平成29 都市公園の供用開始告示（沖縄総合事務局告示第11号） （首里城地区）03.31

28

日本人
県外在住
54.4％日本人

県内在住
23.6％

外国人
21.6％

不明 0.4％

10歳代
20.9％

20歳代
13.4％

30歳代
22.0％

40歳代
18.5％

50歳代
11.0％

60歳代以上
14.2％

夫婦・
カップル
19.8％

家族
50.8％

友人・
知人
11.2％

修学旅行
7.6％

その他団体
7.6％

ひとり 3.0％ 1時間以内
2.5％

1時間
26.3％

2時間
34.1％

3時間
20.7％

4時間
8.5％

6時間以上3.9％

5時間4.0％

はじめて
42.4％

2回目
16.3％

5回目以上 
29.5％

3回目
7.9％

4回目
3.9％

バイク0.2％

自家用車
29.6％

その他0.7％

タクシー
1.5％

路線バス
1.5％

レンタカー
46.7％

貸し切り
バス
19.2％

徒歩0.6％

是非来たい
70.2％

機会があれば
来たい
29.5％

来たいと
思わない
0.3％

100

200

300

400

500

600

700

800

900

4,607,961 3,854,124 753,837 41,295 12,694 3,408,521 117,008 143,231
4,889,038 4,076,276 812,762 45,525 13,468 3,628,332 112,076 134,627
92,408,269 76,728,667 15,679,602 19,571,857 41,564,771 2,368,876 7,442,545


